


副作用は薬が起こす・薬害は人が起こす

・子宮頸がんワクチンの場合

治療薬と違って、打たれるのは、健康な少女たち

１学年60万人 費用１人５万円 1学年で３００億円が

税金から製薬会社に
打った医師には、1人１万４０００円が

・薬害を引き起こす四位一体 製薬会社・専門医・政治家・行政

細田博之・衆院議長
（ＨＰＶワクチンの積極的勧奨再開を目指す議員連盟会長)
⇒総理と厚生労大臣に

「再開しないと期限切れで廃棄することになり、メーカーに迷惑」

公明党 副代表・松あきら議員が強力に推進

（議員の夫は、サーバリックスを発売する
英国のグラクソ・スミスクラインの顧問弁護士）

（その後、公明党幹部のお孫さんが、子宮頸がんワクチン後遺症に。
私の前で、涙ぐむ幹部）



副作用は薬が起こす・薬害は人が起こす

• キノホルムの販売を中止したら……スモンという病氣はなくなりました
製薬会社は「ウイルス原因説」をもちだして反論。
被害者をふやす結果を招きました

• サリドマイドの発売をやめたら・・・フォコメリアの赤ちゃんが激減。
製薬会社は、「妊婦にも安全」と広告。
メディアも厚生省も、海外の報告を無視。

• 海外より10カ月遅れたために
防げたはずの被害児が
100人も 生まれてしまいました

• 生きたウイルスが入っている非加熱製剤。やめたら・
・・薬害エイズは発生しなくなりました

• 加熱製剤を当時つくれなかった
日本の製薬会社を保護するために、
厚生省は危険な製剤の中止を２年送らせ、
そのために、1000人以上が感染

・


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

